
介護老人保健施設の調査研究について（案） 

1. 背景 

介護老人保健施設（以下、「老健」。）は、「在宅復帰、在宅療養支援のための

地域拠点施設」、「リハビリテーションを提供する機能維持・改善の役割を担う

施設」と位置付けられ、地域の拠点とされている。一方で、在宅療養専門部会

では、施設の特性が十分に理解されていない等の意見があった。 

今後は、区民や医療・介護サービス事業者等が老健を在宅療養の拠点として

活用できることを促進するため、各老健の特性の強化や、情報公開、利用者側

への理解促進等が必要である。 

 

2. 目的・概要 

区内の老健職員（管理者、医師、看護師、相談員、リハビリテーション職員

等）でワーキンググループを設置し、老健（通所・入所）の現状と課題を明ら

かにし、在宅療養を推進するための老健のあり方および各老健の特性を活かし

た利用促進方法について検討する。 

 

3. ワーキンググループの設置 

在宅療養専門部会長の指示に基づく下部組織としてワーキンググループを

設置し、調査・検討内容を同専門部会に報告する。 

 

4. 事業内容 

（1）事前調査（グループインタビュー） 

 老健の利用を支援する医療・介護スタッフや相談員等から、施設利用に関

する課題や期待する機能等の現状をまとめ、ワーキンググループでの意見交

換の基礎資料とする。 

・調査対象：病院職員（医師、看護師、MSW、リハビリテーション職員等）

ケアマネジャー、在宅医、訪問看護師、高齢者相談センター

職員等 

・インタビュー内容：老健の機能、利用・紹介する上での課題等 

（2）意見交換・検討 

老健の現状と課題、老健の機能、各施設の特性に合わせた利用促進につい

て意見交換を行い、老健の更なる活用方法を検討する。（２回程度） 

（3）報告書の作成 

在宅療養専門部会への研究報告書をまとめる。 

 

5．実施期間 

 平成 28年度 ※必要に応じ、継続して検討が必要な場合にはその限りでない。 

資料２ 



≪参考≫ 

練馬区内 介護老人保健施設一覧 

No 地区区分 施設名称 
入所 

定員 

通所 

リハ 

訪問 

リハ 

訪問 

看護 

1 

練馬 

桜台 
介護老人保健施設 

ミレニアム桜台 
92 36 

 
〇 

2 豊玉北 
介護老人保健施設 

リハビリパーク練馬 
150 

   

3 

石神井 

上石神井 神石介護老人保健施設 123 36 
  

4 高野台 
介護老人保健施設 

カタクリの花 
100 80 

  

5 関町東 
介護老人保健施設 

エスポワール練馬 
94 20 

 
〇 

6 

大泉 

大泉 

学園町 

介護老人保健施設 

大泉学園ふきのとう 
100 50 

 
〇 

7 大泉町 
介護老人保健施設 

練馬ゆめの木 
98 20 

 
〇 

8 

光が丘 

春日町 
介護老人保健施設 

葵の園・練馬 
100 50 

  

9 

北町 

介護老人保健施設橘苑 
53 20 

 

 
 

10 
介護老人保健施設 

第二橘苑 
20   〇 

11 平和台 
平和台介護老人保健施

設アバンセ 
150 40 〇 

 

12 氷川台 
介護老人保健施設 

ライフサポートひなた 
56 50 〇 〇 

合 計 1,136 428 
  

 

  

平成 27年 10月 1日現在 


